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１ 活動のテーマ 

 ＜テーマ＞ 

水・色・光 

 

 

 

２＜テーマの設定理由＞ 

窓辺から差し込む光 影 水のゆらぎ 、テラスでの水遊びに興味をもって関わろうとする姿か

ら設定した。 

園庭やテラス遊び、屋上、保育室など、日常生活の中でも、水や光に触れる機会が多く、 

子どもたちそれぞれの興味関心がどのように広がっていくかを深めて探究していくために 

テーマを設定した。 

 

 

 

３ 環境の設定   

＜活動のために準備した素材や道具＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 田中ナースリー大和保育園 

クラス ５歳児 

日付け ２０２５・６ 

ライティングテーブル  画用紙 黒 絵の具 ローラー 千枚通し 段ボール 

透明ブロック積み木 透明マグネット 



 

４ 探索活動の実践内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 振り返り 

 

年長の春の遠足で行った「プラネタリウム」の体験から 

 

その後、子どもたちとプラネタリウムの振り返りで 

星空について思い出し、自分たちで星空を作る活動へ 

 

白い紙をローラーで黒く塗る。 

黒い紙に明るい色のクレヨンで星を描く。 

 

子どもたち：「光っているようにできない」 

保育者：窓に貼って透かしてみてもいいかも 

 

ライトテーブルがあることに気付き準備する。 

保育者：少し穴をあけると光が見えるかも… 

 

鉛筆など、とがっているもので穴をあけてみる。 

 

子ども：ライトテーブルに置いて「プラネタリウムだ！」 

    「わたしのも置かせて」「光ってるねー」 

 

別の日 

透明積み木を使って遊んでいる。 

モザイクタイルのように、色や光を考えて、構成あそびを 

探究していた。 

 

プラネタリウムの再現とは違った、光の美しさを 

楽しんでいた。 

 

透明なものは光を通すこと、透明の中にも、無色透明と有色透明があることの違い、構成する美しさを

じっくり楽しんでいた。 

光のテーブルの特性を使って、今後は「透ける」ことによる発見を楽しめたらと思った。 

 

 

 

 

 


